
「
智

頭

急

行
」

は
、

国

鉄

智

頭

線

と

し

て
山
陽
本
線
の
上
郡
と
、

因
美
線
の
捜

顕
と
を
結
ぶ
線
と
し
て

昭
和

幻

年
に

着

工

し

た

が
、

赤

字

に

よ

っ

て

９５

％

が

完
成
し
た
状
態
で
昭
和

肪

年
に
工
事
が

中

断

し

た

ま

ま

分

割

氏

営

化

と

な

っ

た
。

し

か

し

な

が

ら
、

短

絡

鉄

遣

と

し

て

の

大

幅

な

時

間

短

縮

が

で

き

る

こ

と

か

ら
、

昭

和

㎝

年

に
、

兵

庫

岨

嗣

山

。

鳥

取

の

３

県

が

申

心

に

な

っ

て
、

第

３

セ

ク

タ

ー

の

「
徴

頭

欽

道
」

を

設

立

し
、

特

急

列

車

の

至

３

０

キ

ロ

運

転

を

可

能

に

す

る

た

め
、

曲

線

緩

和

な

ど

の

改

良

を

行

い
、

平

成

６

年

〃

月

に

㍗
留

頭

急

行
」

と

し

て

開

業

を

し

た
。

－・

一一

■

ｖ

岡

山

県

内

に

は
、

宮

本

武

蔵

・

大

原

。

西

粟

倉

。

あ

わ

く

ら

温

泉

の

４

駅

が

あ

り
、

４

時

問

以

上

か

か

っ

て

い

た

も
の
が
、

特
急
停
車
の
大
原
駅
を
利
用

す

る

と
、

ス

ー

パ

ー

は

く

と

で

は

大

阪

か

ら

２

時

間

程

度
、

ス

ー

パ

ー

い

な

ぱ

で

は

岡

山

か

ら

ユ

時

間

程

度

で
、

「
武

蔵

の

里
」

に

来

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ

た
。

武
蔵
の
生

誕
地
に
関
し
て
は
美
作
説

や

播

磨

説

が

あ

る

が
、

武

蔵

の

名

を

一

耀
有
名
に
し
た
吉
川
英
次
の
小
説

「
息

本

武

蔵
」

が

最

も

馴

染

み

が

あ

る
上

に
、

平

成

帖

年

Ｎ

Ｈ

Ｋ

大

河

ド

ラ

マ

蔵
一

の
放
映
で
、

美
作
国
吉
野
郡
宮
本

村
一
現
在
の
美
作
市
大
原
）
が
通
説
に
な

脅 ス］パ山 はくと
諭＝ 彬 誠一・一パ ー一い な ば

趾遂

っ

だ

と

い

っ

で

よ

い

稽

ろ

う
。

遡

る

こ

と
、

明
治

μ

年
に
は
熊
本
県
の
武
蔵
顕

彰

会

が
、

「
武

蔵

生

誕

の

地
一

と

し

て
、

記

念

碑

を

建

立

し

て

い

る
。

天

正

〃

年

３

月

（
て

６

８

４

年
）

に
、

た

け

ぞ

う

と

し

て

生

ま

れ

た

生

家

は
、

粥

和

げ

隼

の

火

災

で

延

焼

し

て

し

ま

っ

た

が
、

大

黒
柱
の
仇
置
な
ど
は
当
時
の
ま
ま
と
い

う

昭

和

の

建

物

を
、

「
宮

本

武

蔵

生

家
」

と

し

て

誰

っ

て

い

る

が

少

々

無

理

が

あ

る
。

幼

い

頃

か

ら

並

は

ず

れ

た

体

格

の

少
年
は
、

厳
格
な
父
と
の
葛
藤
で
暴
れ

織

嚢

毒

鞘

韓

園

ゆ
、

糊
州
滋

懇

⑱
璽
淋
慮

滋
滋
繭
繍

養
篇
榊
繊

た

一

方

で
、

幼

な

じ

み

の

本

位

田

又

八

や
又
八
の
婿
約
者
お
通
と
だ
け
は
仲
が

良
く
、

３
人
で
讃
廿
神
杜
や
故
郷
の
野

｛
を
駆
け
め
ぐ
り
な
が
ら
成
長
し
て
い

っ

た

と

い

う
。

そ

の

姿

は

宙

本

武

蔵

の

駅

前

に
、

銅

像

と

し

て

再

現

さ

れ

て

い

る
。

後

に

二

夫

、

流

と

い

う

二

刀

流

は
、

讃
廿
神
杜
の
神
主
の
太
鼓
を
打
つ
バ
チ

さ
ば
き
を
ヒ
ン
ト
に
考
案
さ
れ
た
と
伝

わ

っ

て

い

る
。

や

が

て
、

故

郷

を

離

れ

る
際
に
上
っ
て
行
っ
た
鎌
坂
峠
の
手
前

辞

踊

墨

聴

燃
襲
曲蓋

憾

憾
弐

撚
仙
簿

⑱
擦
榊
鐙

機

蹴

鰯
麟
…
穣
蛸
鋸
滋

し
た
と
さ
れ
る
湧
き
水
の
二

貫
清
水
一

が

あ

る
。

宿

泊

施

設

の

「一五

輪

坊

内

に

あ

る

武

蔵

資

料

館
一

に

は
、

武

蔵

筆

の

水
墨
画
な
ど
貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ

て

い

る

が
、

す

べ

て

故

郷

を

離

れ

た

あ

と

の

物

な

の

で
、

タ

イ

ム

ス

リ

ッ

ブ

し

て
、

未

来

型

の

武

蔵

を

見

る

二

と

に

な

る
。

隣

接

の

「
ク

ア

ガ

ー

デ

ン

武

蔵

の

里
」

で
は
、

良
質
の
天
然
温
泉
の
入
浴

や

夏

期

は

プ

ー

ル

も

楽

し

め

る
。

宮
本
武
蔵
駅
は
単
線
の
ロ
ー
カ
ル
列

一

鱗

蓬 臓ｏ）Ｉｌ！

２妨
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担

し

か

止

ま

ら

な

い

無

人

駅

で
、

隣

の

特
急
停
車
の
大
原
駅
で
乗
車
券
の
販
売

が

行

わ

れ

お

り
、

こ

こ

で

手

に

入

る

の

が

「
宮
本
武
蔵
駅
」

の
硬
券
入
場
券
で

あ

る
。

大

原

は

播

磨

か

ら

困

幡

に

通

じ

る
街
道
の
宿
場
町
で
、

町
並
み
保
存
地

区
に
な
っ
て
い
る
旧
街
道
沿
い
に
は
本

陣
や
旧
家
な
ど
が
残
っ
て
い
る
が
個
人

財

産

の

た

め
、

残

念

な

が

ら

一

般

公

開

さ

れ

て

い

な

い
。

２

つ

先

の

あ

わ

く

ら

温
泉
駅
の
駅
前
に
は
、

露
天
風
呂
に
入

っ

て

い

る

狸

が

出

迎

え

て

く

れ

る
。

㎜

分

ほ

ど

歩

く

と
、

平

成

２

年

オ

ー

プ

ン

の
日
帰
り
温
泉
「
湯
∫
と
ぴ
あ
黄
金
泉
」

が

あ

る
。

二

こ

で

は

水

車

が

同

る

風

情

あ

る

露

天

風

昌

が

あ

り
、

「
武

蔵

の

里
」

の

旅

の

疲

れ

を

癒

し

た

い
。

武
蔵
の
里
に
は
、

鳥
取
肖
動
東
道
一
姫

路
鳥
敢
線
一
の
西
粟
倉
１Ｃ

∫
智
頭

㏄

間

が
、

平

成

㎎

年

度

に

完

成

予

定

で

あ

り
、

夏
期
の
海
水
浴
渋
滞
が
解
消
さ
れ
る
と

共

に
、

利

便

性

が

一

段

と

向

上

す

る

こ

と

に
な

る
だ

ろ
う
。

一

鑑

一
・

一

一
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